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特集「超スマート社会を支えるコンピュータセキュリティ
技術」の編集にあたって

越前 功1,a)

ネットワークの高度化や計算機の処理能力向上・小型化

により，ネットワークにつながれたセンサ群がいたるとこ

ろに存在し，生活のあらゆる時間と空間で有益なサービス

が受けられるようになった．一方で，個人情報をはじめと

した生活に関わるあらゆる情報がネットワーク上を流通し，

計算機により管理・処理されており，それらの窃取を目的

としたサイバー犯罪も手口が多様化・高度化している．サ

イバー空間と現実空間が高度に融合した「超スマート社会」

で生活する私たちにとって，コンピュータセキュリティ技

術は私たちの生活を守るだけではなく，新たな価値を創造

する技術基盤として日々の技術革新が求められている．

本特集号は，超スマート社会を支えるセキュリティ技

術，さらには超スマート社会の先にある新たな価値を創造

するセキュリティ技術について，基礎理論や実装技術だけ

ではなく，行動科学や社会科学的考察を含めた課題と解決

策を広く深く議論することにより，社会インフラとしての

セキュリティ技術の進展に寄与することを目指して企画さ

れた．

本特集号では，38件の論文が投稿され，特集号編集委員

会による慎重な審議を経て，英文論文 3件を含む 19件の

論文が採択された．採択率は 50%であり，近年の特集号の

中では比較的高い採択率となった．これは，ひとえに本特

集号の編集委員および査読者による適確な著者への助言

と，著者の方々による真摯かつ適切な対応の賜物であり，

この場を借りて深い感謝を申し上げたい．

さらに本特集号では招待論文として，産業技術総合研究

所の花岡悟一郎氏，松田隆宏氏，山田翔太氏，坂井祐介氏

に，近年注目されている高機能暗号技術の研究動向につい

て執筆いただいた．本論文の掲載が，個人情報などの機密

性の高い情報の利活用に貢献できれば幸いである．

特集号の編集にあたり，限られた時間の中で，質の高い

査読と編集作業を経て，予定どおり出版までたどりつくこ

とができたのは，編集委員，査読者，招待論文執筆者，学

会関係者の方々の多大なご尽力のおかげであり，厚く御礼
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を申し上げたい．特に，大東俊博幹事（東海大学），渡邊裕

治幹事（日本 IBM）には，特集号編集委員会の中心として

献身的にご尽力いただいた．心より感謝申し上げたい．
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